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1ま え が き

最近 当県においても規膜拡大を志向する曇家は自家労
力の平均化,飼育施設の高度利用等を狙いとして,年間多

回育を採用しつつある。この多回育を行なう場合の手初め

として比較的導入しやすいのは夏蚕で,多回育の中におけ

る夏蚕の地位は大きな意味を持っている。

そこで, この夏蚕を多回育の中の夏蚕として計画的に

定着した蚕期 とするための資料を得るために種々の収穫

法について昭和49年 か ら1召和51年 まで検討したなかで,

効果的であった株上春切法についてその結果の概要を報告

する。

6 結果および考察

各年度の各■lUl月 1の収穫当日における収横較条および収

穫量について調査した。

2 材料および方法

供試桑園は,当場泉ケ入桑園で,本桑園は躍湘45年に山

林を開墾した受食土である。桑品種は改良鼠返,植付距離

は24mX077の根刈挙式仕立,栽植年次はI●●
“

年,供

試面積は1区 2a.肥培管理は当場の慣行法(年間施肥成
分量 :N50し/10a,P20515り/10a,K202549/10a;施

肥割合 :春 6対夏4;土中堆1巴 :稲 ワラ1.500ん多/1o a;石灰
:lmん9/1o a:除草剤 :パラコート・CAT混合処理)によ夕 。

試験区は表 1の様に設定し, 3年間にわたり,各蚕期別

の収穫当日の収穫枝,収穫量調査ならびに秋末の樹勢調査

を行なった。

表2の 収穫枝条 (総条長 )に ついて3ヵ年平均でみると,

夏蚕期は株上春切の春切年区が最も長く,次 いで株上春切

の株上年区,残条の残条年区,残条の春切年区の願に短く,

初秋蚕期は株上春切の株■年区が長く,残条の残条年区は

表 1試 験 区

澳
収 穫 の 要 領

発 芽 前 春 蚕 期 夏 蚕 期 初秋蚕期 晩秋蚕期 翌 春

株上春切

株上年
古条ω～40C電
残して切返し

1古条に漱稀
1本残して,
他は分岐部か

ら収穫

分岐部から30
鎌残して収穫

春切年へ移行

春切年 基 部 伐 採
有効校 6～ 8
本残 して,他
は間引収穫

基部40～50"
残して収穫

株上年へ移行

残   条
(対 照 )

残条年

1古条に新稽
5本を残して
他はかぎ芽収
穫

1古条に新相
1本残して,
他は分岐部か
ら収穫

分岐部から30
¨残して収穫

春切年へ移行

春切年 基 都 伐 採
有効校10～ 12

本残して,他
は間引収穫

1● 残 して中
間伐採収穫

残条年へ移行
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表2 収穫当日の収穫校調査

平均枝条長 (1本当り,師)平均枝条数 (株当り,本 ) 総 条 長(株当り, 2)

晩秋蚕期

株上春切

残  条
(対照 )

表 5 対10a当 り収穫量 (新檎葉量,ん9)

短く,晩秋蚕期は株上春切の春切の春切区が長く,残条の

春切区は短い傾向を示 しており,株上春切の両区はいずれ

も長い傾向が認められた。次に表 5の収穫量 (対 10a)を

みると, 3カ 年平均では残条区 100に対して株上春切区は

夏蚕期 108.初秋蚕期,91,晩秋蚕期 134と 多い傾向を示

しているが,年合計は,02と 大差は認められなかった。

また,蚕期,1の収穫量割合についてみると,株上春切法

は夏委期

“

¢,初秋蚕期27%,晩秋蚕期27¢ ,残条法は春

蚕期22チ ,夏蚕期44¢ ,初秋蚕期14ら ,晩秋蚕期
"う
となり

両区とも夏蚕期の収穫量割合が多い傾向が認められた。

なお,樹勢については,試験期間を通して各区共に故障

株の発生は認められず,樹勢は良好であった。

これらのことから,完成桑園 (5年以上 )で,10a当 り

600株以上の根刈挙式仕立桑園での夏蚕を主体とした収穫

法として輪収型式による株上春切法の導入は効果的な収穫

法として―考 に値するものと思われる。

4 摘    要

夏蚕を主体とした収穫法の資料を得るために昭和49年か

ら昭和51年までも力年間にわたり輪収型式による株上春切

法について検討した結果は次のとお りである。

収穫校条(総条長 )に ついては,残条区の残条年および

春切年に比して株■春切区の株上年および春切年は長い傾

向が認められた。

収穫量 (輪収型式による対10a当 り)については,残条

区に比していずれの蚕期も多い傾向を示しているが,年合

計では両者間に大差は認められなかった。

蚕期別収穫量割合については,夏蚕期の収穫量割合が多
い傾向が認められた。

樹勢については,各区共に樹勢はきわめて良好であった。

これらのことから,夏蚕を主体とした収穫法として輸収

型式による株上春切法は効果的な収穫法として一考に値す

るものと思われる。
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